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日
指
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こ
の
仏
像
は
太
平
寺
に
伝
わ
る
も
の
で
す
。
衣
部
の
線
が
は
っ
き
り

と
厚
め
に
表
現
さ
れ
て
い
て
写
実
的
で
、
肉
髻
（
二
段
に
な
っ
た
頭
部

の
上
段
部
分
）
の
段
差
が
明
確
で
あ
る
な
ど
の
特
徴
か
ら
、
室
町
時
代

初
期
の
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
寄
木
造
で
仏
の
本
来
の
姿
を
忠
実
に

再
現
し
た
丁
寧
な
造
り
方
で
、
中
央
の
仏
師
の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

太
平
寺
は
、
も
と
も
と
は
小
国
の
大
坪
に
文
中
元
（
一
三
七
ニ
）
年

に
開
か
れ
た
寺
院
で
、
明
応
10
（
一
五
〇
一
）
年
に
現
在
の
地
に
移
っ

た
と
の
記
録
が
あ
り
、
仏
像
は
現
在
地
に
移
る
前
に
、
す
で
に
造
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
台
座
は
、
葉
脈
ま
で
き
っ
ち
り
と
彫
ら
れ

て
お
り
、
鎌
倉
時
代
に
遡
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
光
背
は
宝

永
８
（
一
七
一
一
）
年
に
造
り
な
お
し
た
と
の
銘
が
入
っ
て
い
ま
す
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平
成
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年
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月
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日
登
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こ
の
建
物
は
、
昭
和
１０
年
に
、
旧
大
田
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
在
の

大
田
小
学
校
の
前
身
）
の
奉
安
殿
（
教
育
勅
語
や
天
皇
・
皇
后
の
写
真
を

安
置
す
る
た
め
の
建
物
）
と
し
て
建
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。
奉
安
殿
は
戦

後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
覚
書
に
よ
り
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
壊
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

大
田
小
学
校
の
も
の
は
町
議
会
の
審
議
を
経
て
、
戦
没
者
追
善
供
養
の
た

め
の
観
音
堂
と
し
て
移
築
・
再
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
残
り
ま
し
た
。 

建
物
の
施
工
者
は
、
地
元
の
石
造
彫
刻
の
名
工
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た

小
林
確
郎
氏
で
す
。
ギ
リ
シ
ャ
建
築
の
ド
ー
リ
ア
式
を
思
わ
せ
る
神
殿
風

建
築
で
、
建
物
に
至
る
ア
プ
ロ
ー
チ
部
分
が
一
部
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
ほ

か
は
、
建
築
当
時
の
姿
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
い
ま
す
。
激
動
の
時
代
を
地

域
の
人
々
の
努
力
と
機
転
で
守
り
抜
か
れ
て
き
た
地
元
の
職
人
に
よ
る

貴
重
な
遺
産
と
し
て
、
こ
の
た
び
国
登
録
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
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